
湯河原町 |  Yugawara Town

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）対象事業

ゆがわら海藻プロジェクト
相模湾の藻場再生と、地域資源をフルに活かした新水産業の共創

湯河原町では海藻の種苗生産から栽培、商品化まで一貫して取り組
むベンチャー企業「シーベジタブル社」と連携し、湯河原が誇る豊か
な「海」や「温泉」などのユニークな地域資源と海藻栽培との相性、
および今後の新たな展開可能性を探る実証実験を行っています。
まずは、小規模な養殖実証からスタートし、地域との望ましい連携

のあり方を丁寧に重ねてきました。環境保全だけでなく、『返礼品の
開発』や『地場漁業の持続可能な生業の創出』を見据え、一歩ずつ慎
重かつ着実に、湯河原の未来を共創するプロジェクトを推進していき
ます。

令和8年度（2年目）目標事業費（全額を海面実証事業に活用）

１０，０００，０００円
※令和8年度は目標額を達成したため、寄附募集は実施いたしません。
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ロードマップ＆2年目の計画

■今年度（R8）の計画
実際に収穫・出荷・販売までを行い、採算性や作業工数を検証します。
①養殖規模（想定面積：約100m×20m）※漁業者と調整の上で確定
・アカモク：100mロープ×最大４本程度
・ハバノリ：10網程度
②主な採算性の検証事項
・目標収量の確保（想定収量に達するか）
・作業工数の算出（必要な人数・時間、人件費、その他経費の把握）
・品質と市場流通性（流通可能な品質の可否・適正な販売価格の検証）

1年目（R7年度）
【小規模実証完了】
複数海藻の適応試験

（※完了済）

2年目（R8/今年度）
【中規模実証スケジュール】

■11-12月：資材設備設置
■12-1月：海面栽培・管理
■2-3月：収穫・出荷・検証

3年目（R9年度以降）
【自立的事業運営へ】
海域拡張（量産化）

地元事業者連携・販路確立

■ 本事業によるSDGsへの貢献

【8. 経済成⾧・生業】
地場漁師の
収益多角化

【13. 気候変動対策】
炭素固定

（ブルーカーボン）

【14. 海の豊かさ】
相模湾の

生態系を直接回復

■ロードマップ

■ ご寄付をいただく企業様への主なメリット

町ホームページへ企業名等の掲載
町広報誌へ企業名等の掲載
感謝状贈呈式の開催（100万円以上）
国の紺綬褒章への推薦（1,000万円以上）

【温泉熱を活用した青のりしょうゆ製造】
本プロジェクトでは、温泉熱を活用した青のりしょうゆ製造の実証も行っています。
今年度は規模を拡大した実験を計画中ですが、安定した湯量と適切な温湿度管理がで
きる設備の確保に向け、現在慎重に調整中（予算外）です。
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地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）対象事業

コキアの郷づくりプロジェクト
町民が育てたコキアを観光資源に活用するシビックプライドの醸成と新たな観光名所の開発

湯河原町では閑散期である９月～10月に見頃を迎えるコキアを将来
の本町の観光の発展に寄与する名所とするために、星ヶ山公園の耕作
放棄地の一部をコキアの郷に整備しています。
コキアの育成については、町民を中心としたコキアサポーターが各

自、種から苗に育て、コキアの郷に地植えしています。
自らが育てたコキアが観光資源となるシビックプライドの醸成と、

見頃を過ぎた後も種を収穫し、次年度の活動に循環させることで、持
続可能な取組みとしてプロジェクトを推進していきます。

令和8年度（4年目）目標事業費
（全額をコキアの郷づくり事業に活用）

１３,１２８,０００ 円
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ロードマップ＆４年目の計画

これまでの土壌改良や育成に係る経験を積み上げ、コキア育成の精度を上げ、
観光客の誘客及び鑑賞イベントを実施。

３年目（R7年度）
【実証実験①】

・土壌改良
・育成環境調査

４年目（R8/今年度）
【実証実験②】

・育成環境調査
・イベント実施

５年目（R9年度以降）
【本格運用移行】

・イベント実施
・第二整備地検討

■ 本事業によるSDGsへの貢献

■ ロードマップ

■ ご寄付をいただく企業様への主なメリット

町ホームページへ企業名等の掲載
町広報誌へ企業名等の掲載
コキアの郷イベント期間中の企業名等の掲載
感謝状贈呈式の開催（100万円以上）
国の紺綬褒章への推薦（1,000万円以上）

■ 今年度（R8）の計画

４月～５月
６月～７月
７月～９月
９月～10月
11月～12月

種～苗育成
苗の植栽
水やり・除草など
イベント実施（土日に湯河原駅～コキアの郷の臨時バス運行など）
伐根・種採取

閑散期に
新たな

観光資源を

耕作放棄地を
コキアの郷に

町民が育てた
コキアを
新たな

観光資源に

【コキア】ヒユ科（旧アカザ科）ホウキギ属／一年草

和名をほうき草といい、昔はこの茎を乾燥させてほうきを作っていました。
実（み）は“とんぶり”といい「畑のキャビア」として親しまれています。（本町の
コキアは観賞用）
7月上旬から夏の日差しを浴びてすくすく成⾧していくライムグリーンのコキアは、
丸々とした可愛らしい形と、柔らかな感触がお楽しみいただけます。9月下旬から
10月上旬頃にかけて、夏の緑色から少しずつ紅葉し始め、日々移ろいゆく緑と赤の
グラデーションの色合いも魅力的です。


